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近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要寄稿規程
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本誌に寄稿できるのは近畿大学健康スポーツ教育センター専任教員に限る。但 し、編集委員会が必

要と認めた場合は専任教員以外 にも寄稿 を依頼することができる。

寄稿内容は、体育学研究領域における総説、原著論文、研究資料(報 告)、 実践報告、研究 ・教育

上の問題提起とし完結 した未発表のものに限る。

原稿掲載の時期は、編集委員会において決定する。

本誌に掲載された原稿は原則 として返却 しない。

原稿は400字 詰、横書原稿用紙A4版 にワープロまたはインク書 きとし、本文はひらがな現代かな

つかいとする。外国語をかな書 きする場合はカタカナとする。

原稿は原則として研究 ・教育上の問題提起などは図表を含めて上記原稿用紙20枚 以内 とし、総説、

原著論文、研究資料(報 告)、 実践報告は50枚 以内とする。

図 ・表、原稿は必ず、A4版 以内の大 きさとし、直接印刷原稿のとれるよう黒インクによりトレース

するか、数表文字はタイプ打ち、または活字を使用すること。写真は白黒写 とし、方眼紙は薄藍色

めものを使用する。

表 ・図 ・写真にはそれぞれ通 し番号 とタイ トルをつけ、1枚 毎に台紙または原稿用紙には り、本文

とは別に番号順に一括する。また、必ず本文の図 ・表挿入箇所を赤インクにより指示すること。

引用文献は、原則 として、本文の最後に著者名をABC順 に一括 し、雑誌の場合 には、著者名(発

行年)論 文名.誌 名巻(号):ペ ー ジとし、単行本の場合は、著者名(発 行年)書 名(版 数、ただ

し初版は略).発 行所:発 行地、引用ページ(p.ま たはpp.)の 順に記載する。なお、引用および注

記の仕方の詳細は、日本体育学会発行、体育学研究 「投稿の手引き」を参照すること。

10.す べての原稿 には表題、所属、氏名の欧文を必ず添付すること。但 し、原著論文については200語

以内の欧文抄録と、その和訳を添付すること。

11.原 稿はコピーを含め、合計3部 と原稿がセーブされたフロッピーディスク1枚 を提出すること。

また、論文内容が主として関係する研究領域 と論文の分類を明記すること。

12.本 文、そのほかに使用した欧文はすべてタイプ打ちか活字を使用すること。

13.共 著の場合には、著者名とその所属を明記すること。

14.共 著者 として氏名を出すものは、その論文の全般にわた り責任をもって応答できる共同研究者に限

る。

15.原 稿は近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会に提出すること。

16.本 規程に反 しているものは掲載しない。
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17.本 規程の改定に健康スポーツ教育はセ ンター会議の議決(過 半数)を 必要とする。

付則:本 規程は2002年1月1日 より施行する。

近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会内規

1.健 康スポーツ教育センター規程第7条 により、健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会(以

下委員会)を 置 く。運営は本規程により行うもの とする。

2.委 員会は近畿大学健康スポーツ教育セ ンター研究紀要のく英文名〉(TheResearchBulletinof

HealthandSportSciences)の 編集に関して次の任務にあたる。

(1)編 集発刊に関する一切の業務

(2)寄 稿された論文の審査依頼、原稿の分類および原稿掲載可否の決定

(3)そ の他、編集に関する事項

3.委 員会は健康スポーツ教育センター会議により選出された委員若干名をもって構成する。

委員の任期は2ヶ 年とし、再任を妨げない。

4.委 員会に委員長をお く。委員長は委員の互選により選出する。

5.論 文審査のための論文査読委員は委員会の推薦により健康スポーツ教育センター長がこれを委嘱す

る。

6.論 文の審査規程および編集に関する事項は委員会において別に定める。

7.委 員会は査読担当者の評定に基づいて原稿の取捨 を決定する。

&委 員会の召集、開催については委員長が行 う。

9.本 規程の改定には、健康スポーツ教育センター会議の議決(過 半数)を 必要 とする。

付則:本 規程は2002年1月1日 より施行する。

近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要編集内規

1.近 畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要は、年1回 発行するものとし、その時期は3月1日 と

する。

2.本 研究紀要は掲載する論文は原則として次の通 りとする。

(1)総 説(2)原 著論文(3)研 究資料(報 告)(4)実 践報告(5)研 究 ・教育上の問題提起など

3.投 稿者には別刷 り50部 を進呈する。

4本 規程の改定には健康スポーツ教育センター会議の議決(過 半数)を 必要とする。

付則:本 規程は2002年1月1日 より施行する。
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近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要論文審査内規

本規程は、健康スポーツ教育センター研究紀要編集委員会規程に基づ くものとする。

編集委員会に提出された原稿は、寄稿者の希望する研究領域を参考として、論文査読委員の審査を

受けるもの とする。

寄稿者あるいは共同研究者は、その論文の審査員になることはできない。

担当論文査読委員は寄稿論文が健康スポーツ教育センター研究紀要寄稿規程に示された基準に沿っ

ているか否かを検討 し、掲載の適否を概要3段 階によって評定 し、その結果と根拠を編集委員長に

報告する。

論文審査の期問は原則 として3週 間以内とする。

審査員が論文審査に困難を生 じた場合には審査結果の報告書に次の事項を記入し、論文受領後1週

聞以内に編集委員に送付する。

(1)困 難な理由

(2)他 に論文査読委員として適当と思われる人

(3)そ の他の意見

本規程は近畿大学健康スポーツ教育セ ンター研究紀要編集規程2.の 総説、原著論文、研究資料(報

告)、 実践報告、研究 ・教育上の問題提起の審査に適用する。

本規程の改定には健康スポーツ教育センター会議の議決(過 半数)を 必要 とする。

付則:本 規程 は2002年1月1日 よ り施行す る。
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編集後記

近畿大学健康スポーツ教育センター研究紀要 も、今回で第4巻 第1号 の発刊 とな りました。本号の

発刊にあたり投稿 された執筆者をはじめ、文の作成に指導 ・助言を頂いた先生方には紙面を通 して厚 く

お礼を申し上げます。

2004年 は、アテネでオリンピックが盛大に開催され、本校か ら現役の学生、卒業生 を含め8名 も選

ばれ優秀な成績を残 して くれたことは大学全体にとっても大いに活気を与えてくれたことでしよう。一

大学から多数の選手が選ばれたことは、他大学には見 られないことであ り、近畿大学に奉職 している教

職員も誇 りにできるものの一つに加えることがで きるでしよう。

喜ばしい出来事があった一方、健康スポーツ教育センターの論文数が減少 しています。編集委員とし

て、さらに数編の投稿を期待するとともに、本紀要で、 自分を磨 き、より質の高い外部専門誌へ もチャ

レンジしていただきたいと思います。

今回投稿 して頂いた先生方に、深 くお礼申 し上げます と共に、今後 もご協力頂きますよう、重ねてお

願いいたします。

(文責 中本道昭)
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